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14:40　　15．学校薬剤師制度の今日的意義
 ○宮本法子（東京薬科大薬学部），高橋　文（日本薬史学会）
15:00　　16．日米欧薬史学会ウエブサイトの比較
 ○五位野政彦（東京海道病院薬剤科），宮崎啓一（三栄化工㈱）

シンポジウム D「薬学教育の黎明」（15:20–17:00）　　座長　中島憲一郎／山川浩司

15:20　　17．日本における薬学，薬剤師が誕生してから 150年 日本薬史学会会長　山川浩司
15:40　　18．江戸時代の薬物教育 大阪大学医学部　米田該典
16:00　　19．明治・大正の薬学教育の中の化学教育 長崎大学環境科学部　富永義則
16:20　　20．医薬の科学から見た日本の薬学 日本薬史学会　川瀬　清
16:40　　21．長崎における薬剤師会の設立と活動 長崎市薬剤師会会長　永田修一

閉会の辞　　日本薬史学会 2007年会　　副会長　中島憲一郎

日本の鍼灸医学の現状を，特に活動している流

派についてみると，特徴といえば，その多元性で

あろうと思う．しかも，その多元性は日本の医療

のあらゆるレベルでも見られるようである．現代

の日本で鍼灸の伝統を教える勉強会や学派に見ら

れる多元性を知るためには，先ず江戸時代まで遡

り，当時におけるその思想や学派の多元性につい

て調べる必要があると考えている．それは，独自

化した日本の鍼灸医学が，江戸時代を通じて中国

医学から離れて，日本化の過程を通して独特なも

のとなり隆盛したと言われているからである．江

戸時代の鍼灸医学に関する学派についての整理を

して，その思想の沿革を述べてみると，次の特徴

が現れる．

①意斎流や杉山流を中心としながら，中国の理

論・針術から離れた流派と，中国の理論は温

例会抄録

江戸時代における鍼灸医学
―その思想の沿革―

Vigouroux MATHIAS

平成20年1月例会　平成 20年 1月 26日（土）

順天堂大学医学部 9号館 2階 8番教室
1．佐藤尚中の訳書とその影響 酒井シヅ
2．大隈重信と日本の精神衛生運動 岡田靖雄

平成20年3月例会　平成 20年 3月 22日（土）

順天堂大学医学部 9号館 2階 8番教室
1．画像で見る脈診法 宮川浩也
2．テレビドラマ「ER」にみるアメリカの社会と

医療の現代史 渡部幹夫
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